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＜祈祷会の御言葉から
【聞く】聞くということについて、思い起こしましょう。実に多くをわた
し達は聞いて自分の知恵にしています。この言葉さえ、聞いて覚えたもの
です。今朝は佐野兄からお話を聞くことができます。初めてという兄姉も
多いと思いますが、兄弟に臨まれた神の言葉を聞くということです。
【聞いた話】
呼び求められよう。聞いたことのない方を、どうして信じられよう。また、
宣べ伝える人がなければ、どうして聞くことができよう
りますが、この箇所を中心に
くことをとても大切にしています。見た人の話を聞き、それを伝え、“確
かにその通りだ”と思うことを信じているのです。
は、結構昔に、その時代を生きた人によって、その人の言葉で書かれたも
のです。また、日本語で本来書かれたものでもありません。私たちを取り
巻く情報の中で、そ
なんてことは多いと思います。また表現も異なって来るのは普通でしょ
う。しかし、聖霊によって求める
たことを聞き続け、伝え続け、研究し続けているということです。
【信仰】
いうと、救いあるいは福音ということでしょう。伝道者パウロは、このこ
とが曖昧になりそうな教会に、こう書き送っています。“
よみがえらなかったとした
の信仰もまたむなしい（Ⅰコリント
ことを、何となくは知っていることですが、パウロは愚かだと言っていま
す。Ⅱコリント１１：１６に“
と思わないでほしい。しかし、もしあなたがたがそう思うなら、わたしを
愚か者と見なすがよい。そうすれば、わたしも少しは誇ることができる”
とあります。アブラハムもノアも、預言者たちも、聞いて出発し、また再
出発しています。エマオへの道でクレオパたちは“
て、イエスだとは分からなかった
とから始めています。そして再出発しています。この経験
おられるとき、また聖書を説明してくださったとき、わたしたちの心は燃
えていたではないか
ことが分かるのです。パウロは福音あるいは救いを“復活”のことだとし
て、教会に説明
心にしてしまいます。私たちも“あの時、聞いたのです”。でなければ
び求めることは出来ないのです。
【教会の
のです。
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